
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：25項目
問題あり：3件
要確認：5件
問題なし：17件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

人名・表記
記載内容：「福島みずほ」「福島瑞穂」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトおよびWikipediaで本名「福島瑞穂」、政治活動では「福島みずほ」を使用する
ことを確認

組織名
記載内容：「社会民主党（社民党）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトで確認

地名
記載内容：「宮崎県延岡市出身」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトで確認

役職名
記載内容：「消費者・男女共同参画担当大臣（鳩山由紀夫内閣）」
検証結果：✗誤り
正しい情報：「内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全担当・少子化対策担当・男女共同参画担当）」
根拠・出典：Wikipediaおよび時事通信記事で正式名称を確認

2. 数値情報  

当選回数・議員在職年数
記載内容：「連続5期当選」「議員在職は通算26年」
検証結果：△要確認
正しい情報：1998年初当選なので2025年時点で27年
根拠・出典：参議院公式サイトで1998年初当選を確認

2022年参院選得票数
記載内容：「216,984票を獲得」
検証結果：△要確認
根拠・出典：具体的な得票数の公式データが検索結果で確認できず



党首就任時期
記載内容：「2003年に社民党党首に就任し約10年間党を率いた後、2013年に一度退任するも、2020年に党首復
帰」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipediaで「2003年11月党首就任、2013年7月25日辞任、2020年2月22日無投票で再就任」を確
認

SNSフォロワー数
記載内容：「2025年時点のフォロワー数は約25万人」
検証結果：△要確認
根拠・出典：具体的な最新フォロワー数の確認ができず

3. その他の重要な事実関係  

大臣任期
記載内容：「2009～2010年に消費者及び少子化・男女共同参画担当大臣を務めた」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipedia、時事通信で「2009年9月16日 - 2010年5月28日」を確認

罷免理由
記載内容：「辺野古への新基地移設の閣議決定の署名を拒否し、大臣を罷免される」
検証結果：✓正確
根拠・出典：福島みずほ公式サイト、時事通信記事で確認

第26回参院選結果
記載内容：「2022年7月の第26回参院選で5選」「社民党比例で唯一の当選者」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipediaおよび日経新聞記事で確認

夫婦別姓の実践
記載内容：「事実婚で夫婦別姓を貫く当事者」「夫である海渡雄一氏（人権派弁護士）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipediaで「内縁の夫に海渡雄一を持つ」を確認

生年月日
記載内容：生年月日に関する具体的記載なし
検証結果：△要確認
正しい情報：1955年（昭和30年）12月24日生まれ
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipediaで確認

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 大臣の正式名称：「消費者・男女共同参画担当大臣」→「内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全担
当・少子化対策担当・男女共同参画担当）」

2. 議員在職年数：「通算26年」→「通算27年」（1998年初当選のため）



追加確認が推奨される情報  

1. 2022年参院選の具体的得票数：216,984票の数値について総務省等の公式統計での確認
2. 最新のSNSフォロワー数：25万人という数値の根拠となる最新データの確認
3. 国会発言回数の統計：「委員会出席215回、発言124回」「発言文字数228,190字」の出典確認
4. 議員立法提出数：「参議院議員中トップクラス」という記述の具体的根拠
5. 生年月日の記載：プロフィール部分に生年月日の明記を推奨

全体的な評価  

記載された情報の大部分は正確であり、主要な経歴や政治活動については信頼性の高い情報源によって裏付けら
れています。ただし、一部の数値データや統計情報について、より具体的な出典の明示が必要です。
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